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〔海外だより〕 ナッシュピノレだより
ナッシュビソレは，テネシー・ワルツで知られる，テネ
シー州の州都で人口約50万人， 日本では大学町というよ
りむしろ， country musicのメッカとして知られてい
ます。市自身もこれといった産業のないためか，全米よ
り musicindustryを誘致し，全米でも屈指の音楽都市
として成功しております。市の東部には.country music 
の殿堂として， Grand Ole Opryが 1925年よりオープ
ンしており，多数の countyfanを熱狂させています。
ナッシュピノレは，丁度テネシー州の真中あたりの丘陵
地帯にあり，そのため市内の道路は， up and downが
多く，冬は全くc1river泣かせです。全米どこでもそう
ですが，その土地の広いのには驚かされますが， public 
士ransportationが極端に悪いため車がなければ買物にも
行けない始末です。最初は全く不便な国に来たものだと 
J思いましたが，しばらくすると，この広さがたとえよう
もなく貴重なものに感じられて来ます。緑は日本では考
えられない程多く，丁度軽井沢に町が出来たような感じ
です。現在，運よく大学まで歩いて行ける距離に一軒家
が借りられ，移り住んでいますが，庭には， リスは来る
し，毎朝，かしましい，小鳥のさえずりで目が覚めると
いう，日本の住宅事情からは，信じられない生活をして
います。
気候は，ここ数年，全国的に厳しく， 冬は， 大体 00 
C 以下で時々ー200C位まで下がり雪は一度降ると一週
間位とけずにあります。夏は， 5月下旬になると既に真
夏のようで，日中はとても外を歩けない翠です。しかし
短いけれど，ナッシュピノレの春は， とても素晴しく，新
緑の中を色とりどりの花が咲き乱れる風情は，何とも，
たとえようがありません。
さて，一昨年来，私の留学している Vanc1erbilt大学
は， 南部の Harvarcl と呼ばれる名門校で， 創立も古
く1873年に逆のぼります。大西洋航路と鉄道で資産をな
した， Commodore Vanclerbiltの多額の寄附により創
立され，最初は，医学部，法学部，神学部，人文科学部
として発足し，後に総合大学に発展しています。つい最
近でも，教育関係で有名な， Peaboc1y College を併合
し，益々発展しております。学費は大体年間90万円とい
うことで，比較的裕福な白人子弟が多く，また学生の質
も高いようです。市内には，他に黒人だけの Mehary
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大学という医学大学があり，テネシー州立大学は 
(T.S.U.).圧倒的に黒人が多い様です。
大学のキャンパスは，市の中心部にあり，緑の多い敷
地内に赤レンガ造りの旧館が立ち並び，所々に新しい，
ピノレディングが点在しています。学生寮もキャンパス内
にありますが，高くて狭いということで学生には不評の
ようです。フットボール場，野球場，体育館 etc. もキ
ャンパス内にありますが，比較的頑張っているのは，パ
スケットボーノレティーム位のようです。医学部のピ/レデ、
イングは，赤レンガ造りの旧館と一部建て増した新館と
が， うなぎの寝床のように，つながっており，したがっ
て， 建物の中は， 迷路のようで， 慣れない人は， よく
迷子になります。現在，道路をへだてて，十階建ての研
究棟が新しく完成し，この夏移転の予定です。新病院も
すぐ隣に建築中で近い将来，完成予定です。
私の所属する Departmentof Physiologyは医学部
旧館の 2階と 3階を占め，私の bossの研究室は三階に
あります。研究室は，三部屋から成り bossの Dr. 
KONO，東大から来た S氏と，小生と， 一部屋ずつ使用
しています。部屋自体は，古めかしく，二内科の研究室
の方が，余程，きれいですが，器械類は比較的多い方で
す。 Beckmanの冷却遠心機三台， Spectrophotometer 
2台， incubator 5台，液体シンチレーションカウンタ
ー2台 etcです。感心するのは， どこの研究室でも，
一時代前の機械を捨てずに，大事に使っていることで
す。共通のものとしては， colcl roomが2階と 3階に一
つずつありますが， どちらも研究人口の割には，手狭で
す。超遠心器は， 4台，液体シンチレーションカウンタ 
~4 台，ガンマカウンター 1 台といったところです。 
Physiologyの chairmanは， Dr. C. R.Parkで，
彼の夫人も同じ physiologyの professor として活躍
されています。 Dr.Parkは，糖代謝で有名な， Cori教
授の門下生で，主として glucoseの transport関係で
優れた仕事をし，昨年，糖尿病研究者として大変，名誉
ある， Banting Memorial Awarcl を受賞して居りま
す。教室内には， full professorは， Dr. Konoを含め
て， 7人おり，その他 associateprofessor 7人， assi-
stant prof.及び， postcloctoral fellow約 30名と大世
帯です。出身別も国際的で，米国は勿論日本，中国，イ
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ンド， ヨーロッパ，中近東等々です。 professorと ass-
ociate professQr は， それぞれ独立して， 研究室を持
ち，それぞれテクニシャン， postdoctoral fellowを数
名持っています。私の bossは，十数年来 insulinの作
用機構に，取り組んで、来られ， insulin receptor関係
で，優れた業績をあげて，おります。最近でも， insulin 
sensitive phosphocliesteraseに関する研究や， insulin 
の internalizationの研究で，重要な住事をされており
ます。大変厳しい先生で，納得のいくまで何十回と同じ
実験をくり返させます。そのため Paperの数は少いけ
れど，信用のおける研究者として定評があります。当地
に来て，約18年ということで，油の乗りきっている感じ
で，自らも毎日，実験をやり，かつ私共の指導をするとい
う毎日です。私に与えられたテーマは， insulin sensitive 
phosphocliesteraseの characterizationで， 思ったよ
り，ずっと扱いにくい， enzymeで，一年半でようやく，
めどのついた感じです。帰国までに， まとめなければ
と，毎週土曜も返上している次第です。
当教室内で，他に有名な人は， Na-K AT Paseをや
っている， Dr. Post，cathecholamineをやっている， 
Dr. Exton，Protein kinaseの Dr.Corbin，輸液関係
の Dr.Meng (ー外科より. Dr.田代，Dr.大野らが活
躍中です。)等がおります。Cyc1icAMPの発見で有名な 
Dr. Sutherlanclは， 1963年一1973年の10年間，当 Phy-
siologyで活躍され， 1971年に， ノーベノレ医学賞を受賞
され，その時の写真が Physiologyの図書室に飾られて
います。大変温厚な，立派な学者だ、ったらしく，いまだ
に，彼を知っている secretaryや technicianは，惜し
い人を無くしたといっています。 Vanclerbilt より， 
Miami大学に移られ間もなく， 1974年に，他界してお
ります。彼の弟子も多勢育ち， Robinson，Butcher， 
Harclman等，今でも第一線で活躍しております。彼の
使っていた研究室を，現在，私共が使用しており，いず
れ又，この部屋からノーベノレ賞がと冗談をいっておりま
す。当， Physiologyは殆んど全員が糖代謝関係の仕事
をしており その仕事の質の高さと量の多いのには，驚p
かされます。毎週金曜日には，ランチ・タイムセミナー
が図書室で行われ，全員が順番に，また時々，外国より
の講師がセミナーをやります。 cliscussion は， 大変活
発で，納得のゆくまで，やるという感じで，黙っている
と馬鹿みたいに見える位です。火曜の夕方には， cyclic 
AMP関係のセミナーが Physiology，Phamacology 
の有志の間で、持たれ，私共も Sutherlanclの門下生達と
やり合っています。水曜の夕方には， journal clubと称
して，やはり，交替制で文献の抄読及び discussionが
毎週行われます。
その他， Biochemistryや Enclocrinology，等が，独
自にセミナーを行い，いずれもオープン・システムなの
で，興味によって，時々参加します。とにかく全米は勿
論，諸外国より，一流の研究者が，随時来て，セミナー
を行い，常に hotな informationが得られるというの
は，大変魅力です。 
Physiology以外で内外に知られている人としては，
先ず， Enclocrinologyの Chairman をしている Dr. 
Liclclleがあげられます。来年の国際内分泌学会の会長
を務めるなど益々内分泌学会の重鎮として，活躍のよう
です。彼の Officeが，丁度三階にあり， 我々の研究室
と廊下続きのため，時々顔を合わせますが，なかなかの
大物といった顔付きです。彼の弟子にあたる， Dr. Orth 
は，最近，心筋硬塞になり，病後ですが， ACTH，EGF 
etcの研究で益々盛んなようです。一昨年， 内分泌学会
で日本に招待されましたが，大変，親日家です。 Micr-
obiology は，やはり， Cori の門下生として， Dr. 
Colowickが活躍中です。 Method of Enzymologyの 
eclitorとして有名で、， ひげをはやして見るからに， 温
厚そうですが，セミナーの時には，なかなか鋭い質問を
されます。 Biocherilistryには， レニンの精製で， 有名
な， Dr.稲上が活躍され，丁度， Dr.河野とは，年齢的
にも近いため，良きライパノレ， という感じです。 同じ
く，生化学には， E. G. F.で有名な， Dr. Cohenが居
り， 昨年日本生化学学会に， 招待されています。 その
他，古くには， Gooclpasture症候群で有名な病理学者
の Gooclpastureが，本学で活躍されたようです。
以上簡単ですが， 感想、を述べてきましたが， Iアメリ
カ感情旅行」の著者，安岡章太郎に依ると，ナッシュピ
ノレの印象は， 大変悪かったようですが， 当時に比べる
と，少くとも，見かけには，人種差別もなく，東洋人で
も，比較的，楽に暮せるようです。しかし，時には，さ
さいなことで差別を感じ， その時には，腹も立ちます
が，概して，外国人に対して，寛容であり大変生活しや
すい所であるという，印象です。
